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１ 災害に係る現況                  

（１）洪水 

洪水浸水想定区域は、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することによ
り、水害による被害の軽減を図るため、想定される最大規模の降雨により河川が氾濫した場合
に浸水が想定される区域を指定したものです。洪水浸水想定区域図には、その区域及び浸水し
た場合に想定される水深等が表示されています。 
洪水浸水想定区域の対象とする降雨には、想定される最大規模の降雨（1,000年に 1回程度）

（※以下「想定最大規模」という。）と河川整備の目標とする降雨（100年から 200年に 1回
程度）（※以下「計画規模」という。）があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪洪水の発生頻度と浸水被害の関係性≫ 

≪本市で対象となる洪水浸水想定区域等≫ 

【計画規模】         【想定最大規模】 

〇は本市が対象となることを表す 

想定規模 洪水浸水想定区域等 想定降雨量 浸水深 
浸水継

続時間 

家屋倒壊等氾濫想定区域 

氾濫流 河岸侵食 

想定最大規模 

A 利根川水系利根川 
利根川流域、八斗島上
流域の 72 時間総雨量
491mm 

〇 〇 × × 

B 利根川水系小山川 
利根川流域、八斗島上
流域の 72 時間総雨量
491ｍｍ 

〇 〇 × × 

C 荒川水系荒川 
荒川流域の 72 時間総
雨量 632ｍｍ 

〇 〇 × × 

D 利根川水系中川流域 
中川流域の 48 時間総
雨量 596mm 

〇 〇 × 〇 

計画規模 

A 利根川水系利根川 

利根川流域、八斗島上
流域の 72 時間総雨量
336mm 
（年超過確率 1/200） 

〇 × × × 

B 利根川水系小山川 

利根川流域、八斗島上
流域の 72 時間総雨量
336ｍｍ 
（年超過確率 1/200） 

× × × × 

C 荒川水系荒川 
荒川流域の 72 時間総
雨量 516ｍｍ 
（年超過確率 1/200） 

〇 × × × 

D 利根川水系中川流域 
中川流域の 48 時間総
雨量 355mm 
（年超過確率 1/100） 

〇 × × × 
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１）洪水浸水想定区域（浸水深：想定最大規模） 

市内には、利根川、小山川、荒川、中川流域に関する洪水浸水想定区域等が指定されています。最も範囲の広い利根川では、市域の大半が洪水浸水想定区域に指定されており、人口が多く集積している市街化区域内も
含まれています。白岡駅・新白岡駅周辺は 0.5ｍから 3.0ｍ未満、県道さいたま栗橋線周辺は 3.0ｍから 5.0ｍ未満となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

≪白岡市と利根川の位置≫ 

≪A 利根川の想定最大規模での洪水浸水想定区域≫ 

出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図（利根川上流河川事務所・利根川下流河川事務所） 

利根川の想定最大規
模での洪水浸水想定
区域は、市内の大半が
指定されており、白岡
駅・新白岡駅周辺は
0.5ｍから 3.0ｍ未満、
県道さいたま栗橋線
周辺は 3.0ｍから 5.0
ｍ未満となっていま
す。 

出典：洪水ハザードマップ（白岡市 令和 4 年（2022年）4 月） 
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≪B 小山川の想定最大規模での洪水浸水想定区域≫ 

出典：利根川水系小山川洪水浸水想定区域図（利根川上流河川事務所） 

小山川の想定最大規
模での洪水浸水想定
区域は、主に市の西部
が指定されており、市
街化区域内では、県道
さいたま栗橋線周辺
に広がっています。 

≪白岡市と小山川の位置≫ 

出典：洪水ハザードマップ（白岡市 令和 4 年（2022年）4 月） 
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≪白岡市と荒川の位置≫ 

≪C 荒川の想定最大規模での洪水浸水想定区域≫ 

出典：荒川水系荒川洪水浸水想定区域図（荒川上流河川事務所・荒川下流河川事務所） 

荒川の想定最大規模
での洪水浸水想定区
域は、市域の大半が指
定されていますが、市
街化区域内では、おお
むね 3.0ｍ未満となっ
ています。 

出典：洪水ハザードマップ（白岡市 令和 4 年（2022年）4 月） 
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≪白岡市と中川流域内 7河川の位置≫ 

≪D 中川流域の想定最大規模での洪水浸水想定区域等≫ 

出典：利根川水系中川流域洪水浸水想定区域図・水害リスク情報図（埼玉県） 

中川流域の想定最大
規模での洪水浸水想
定区域等は、市域の約
半分の範囲に指定さ
れており、市街化区域
内では、白岡駅・新白
岡駅南側が 0.5m 未
満、県道さいたま栗橋
線周辺が 0.5m から
3.0ｍ未満となってい
ます。 

出典：洪水ハザードマップ（白岡市 令和 4 年（2022年）4 月） 
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２）洪水浸水想定区域等（浸水深：計画規模） 

本市が対象となる計画規模降雨での洪水浸水想定区域等は、利根川、荒川、中川流域が指定されています。最も範囲の広い利根川では、想定最大規模よりも浸水の範囲は若干狭くなるものの、市域の大半が含まれてい
ます。市街化区域内はほぼ 3.0ｍ未満となっておりますが、県道さいたま栗橋線周辺の一部は 3.0ｍから 5.0ｍ未満となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

≪A 利根川の計画規模での洪水浸水想定区域≫ 

出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図（利根川上流河川事務所・利根川下流河川事務所） 

利根川の計画規模で
の洪水浸水想定区域
は、市域の大半が指定
されており、市街化区
域内では、ほぼ 3.0ｍ
未満となっています。 
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≪C 荒川の計画規模での洪水浸水想定区域≫ 

出典：荒川水系荒川洪水浸水想定区域図（荒川上流河川事務所・荒川下流河川事務所） 

荒川の計画規模での
洪水浸水想定区域は、
市域の大半が指定さ
れており、市街化区域
内ではおおむね 3.0ｍ
未満となっています。 
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≪D 中川流域の計画規模での洪水浸水想定区域等≫ 

出典：利根川水系中川流域洪水浸水想定区域図・水害リスク情報図（埼玉県） 

 

中川流域の計画規模
での洪水浸水想定区
域等は、市域の約半分
が指定されており、市
街化区域内では、主に
県道さいたま栗橋線
周辺が指定されてい
ます。 
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３）洪水浸水想定区域（浸水継続時間：想定最大規模） 

浸水継続時間は、氾濫水到達後、一定の浸水深（0.5ｍを基本）に達してからその浸水深を下回るまでの時間です。最も範囲の広い利根川の浸水継続時間は市域の大部分が、飲料水や食料等の不足による健康障害の発
生や生命の危機が生じるおそれがあるとされる浸水継続時間 72時間（3日間）以上の区域となっています。特に県道さいたま栗橋線周辺は、1週間以上、浸水が継続する区域となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

≪A 利根川の浸水継続時間≫ 

出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図（利根川上流河川事務所・利根川下流河川事務所） 

 

利根川の浸水継続時
間は、市域の大半が 72
時間を超える区域と
なっています。 
特に県道さいたま栗
橋線周辺は、1 週間以
上浸水が継続する区
域となっています。 
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≪B 小山川の浸水継続時間≫ 

出典：利根川水系小山川洪水浸水想定区域図（利根川上流河川事務所） 

 

小山川の浸水継続時
間は、市の西部が 72
時間を超える区域と
なっています。 
特に県道さいたま栗
橋線周辺は、1 週間以
上浸水が継続する区
域となっています。 
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≪C 荒川の浸水継続時間≫ 

出典：荒川水系荒川洪水浸水想定区域図（荒川上流河川事務所・荒川下流河川事務所） 

 

荒川の浸水継続時間
は、市域の大半が 72
時間を超える区域と
なっています。 
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≪D 中川流域の浸水継続時間≫ 

出典：利根川水系中川流域洪水浸水想定区域図・水害リスク情報図（埼玉県） 

 

中川流域の浸水継続
時間は、市域の約半分
が 72 時間を超える区
域となっています。 
特に県道さいたま栗
橋線周辺は、1 週間以
上浸水が継続する区
域となっています。 
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４）家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸侵食） 

家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に伴う激しい氾濫流や河岸侵食が発生することが想定される区域である家屋倒壊等氾濫想定区域は、中川流域の洪水浸水想定区域等において、河岸侵食が指定されています。 
市街化区域内では、元荒川、星川、隼人堀川、姫宮落川沿いが指定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪D 中川流域の家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）≫ 

元
荒
川 

星川 

出典：利根川水系中川流域洪水浸水想定区域図・水害リスク情報図（埼玉県） 

 

【参考】家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸侵食）の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出典：白岡市地震・洪水ハザードマップ（白岡市） 

地面が削られ家屋は建物
ごと崩落するおそれがあ
ります 

流速が早いため、木造
家屋は倒壊するおそれ
があります 
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（２）内水 

大雨等による内水氾濫で起こる浸水（下水道の雨水排水能力を超える降雨により、雨を河
川等の公共の水域に放流できない場合に発生する浸水）は、市街化区域内では、白岡駅周辺
や西地区の一部、アンダーパスなどで発生しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

≪浸水（内水）実績≫ 

出典：洪水ハザードマップ（白岡市 令和 4 年（2022年）4 月） 
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（３）盛土 

市内には、大規模盛土造成地が 1か所あり、谷埋め型盛土造成地となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

≪大規模盛土造成地≫ 

出典：大規模盛土造成地マップ（埼玉県ホームページ） 

【参考】大規模盛土造成地の種類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：大規模盛土造成地マップ（埼玉県ホームページ） 

※大規模盛土造成地とは、面積 3,000平方メートル以上の谷埋め盛土、または原地盤の勾配が 20度以上かつ盛土高 5m以上の腹付け盛土が
なされた造成地をいいます。大規模盛土造成地全てが、地震時に危険というわけではありません。 

地山が谷となる部分を盛
土して盛土面積が３,０
００㎡以上となっている
ものです。 

原地盤（地山）の勾配が
20度以上かつ盛土高 5
ｍ以上の盛土となってい
るものです。 
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（４）地震 

１）液状化 

地震が起きた際に液状化の可能性が高い地域は、市の中心部や西部地域が多く、市街化区域内をみると、新白岡駅周辺や県道さいたま栗橋線周辺となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

≪液状化≫ 

出典：揺れやすさ・液状化マップ（白岡市 令和 4 年（2022年）4月） 

※白岡市内を震源とする直下の地震（M6.9）が発生した場合の液状化の可能性 
※PL値：地盤の液状化の程度を表す指標である液状化指数 

PL値＝0 液状化の可能性が極めて低い 
0＜PL値≦5 液状化の可能性は低い 
5＜PL値≦15 液状化の可能性がやや高い 
15＜PL値 液状化の可能性が高い 
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２）全壊率（地域内の建物の中で全壊する可能性の高い建物の割合） 

地震が起きた際の建物の全壊率は、市街化調整区域では全壊率が 7％以上の危険度が高い地域が散在していますが、市街化区域内では比較的危険度が低い地域が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：地域の危険度マップ（白岡市 令和 4 年（2022年）4 月） 

※震度（M6.9）と建物構造（木造・非木造）、建築年次別の建物棟数（平成 29年（2017年）1月 1日現在）から、全壊する建物の割合（全壊率）を算出して、50ｍメッシュごとに、5段階の危険度として示したもの。 

危険度高 

 

 

 

危険度低 

≪全壊率≫ 
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２ 検討の経緯                        

（１）策定体制 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告 

意見 

市民参加 

意見 

情報提供 

意見交換 

回答 

情報提供 

意見交換 

回答 
市民アンケート 

シンポジウム 

中学生アンケート 

市民説明会 

パブリックコメント 

都市計画審議会 

議 会 

行 政 
市 長 

白岡市立地適正化計画策定委員会 
【役割】 
○計画、素案の策定及び総合調整 

【構成】 
市長、副市長、教育長、 
部長・部長相当職（総合政策部長／市民生活部長／   
健康福祉部長／都市整備部長／上下水道部長／会計管理者
／議会事務局長／学校教育部長／生涯学習部長）、 
関係課長（企画政策課長／安心安全課長／財政課長／地域
振興課長／街づくり課長／建築課長） 

白岡市立地適正化計画 

策定委員会専門部会 
【役割】 
○市の課題分析及び抽出 
○まちづくり方針の検討 
○計画素案の検討 

【構成】 
都市計画行政経験のある者 

事
務
局
︵
街
づ
く
り
課
都
市
計
画
担
当
︶ 

庁内関係課 
【役割】 
○各データ提供 
○所管施策及び計画を踏まえた 
誘導施設・誘導区域の調整 

○誘導施策の検討 
○計画素案を作成 

報告   指示 

調整 

確認 

連絡 

調整 

報告 

意見 

≪白岡市立地適正化計画策定体制図≫ 

報告   指示 
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（２）策定経緯 

開催日 会議等 主な内容 
令和３年度（2021年度） 

 10月 28日 議会全員協議会 

・計画策定について 11月 18日 第１回立地適正化計画策定委員会 

11月 19日 
第１回立地適正化計画策定委員会
専門部会 

12月 15日 
第２回立地適正化計画策定委員会
専門部会 

・現況分析について 

12月 16日 第２回都市計画審議会 ・計画策定について 

12月 22日 
第３回立地適正化計画策定委員会
専門部会 

・現況分析について 

1月 19日～ 
2月 4日 

市民アンケート調査  

2月 26日 シンポジウム  

3月 23日 
第４回立地適正化計画策定委員会
専門部会 

・現況分析について 

令和４年度（2022年度） 

 5月 19日 第 1回都市計画審議会 
・計画の概要、現況の整理・課
題の整理について 

5月 26日 第２回立地適正化計画策定委員会 

6月 22日 議会議員協議会 

7月 5日 第３回立地適正化計画策定委員会 
・基本的な方針、誘導区域・誘
導施設について 

7月 15日 第 2回都市計画審議会 

7月 28日 議会全員協議会 
7月 6日～ 
7月 20日 

中学生アンケート調査  

8月 19日 第４回立地適正化計画策定委員会 

・防災指針、誘導施策について 9月 20日 議会議員協議会 

9月 30日 第 3回都市計画審議会 

10月 11日 第５回立地適正化計画策定委員会 

・計画（素案）について 10月 27日 議会全員協議会 

11月 1日 第 4回都市計画審議会 
11月 19日 
11月 20日 

市民説明会 ・計画（案）について 

12月 5日～ 
1月 5日 

パブリックコメント ・計画（案）について 

2月 13日 第 5回都市計画審議会 ・諮問・答申 
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（３）市民意見の把握 

１）市民アンケート調査 

調査時期 令和 4年（2022年）1月 19日（水）～2月 4日（金） 
調査対象 1,500人（16歳以上の無作為抽出） 
調査方法 配布は紙面にて郵送し、回答は紙面又はWeb回答 
回答結果 632（紙面 491・Web141）件 回答率 42.1％ 

２）シンポジウム 

開催日時 令和 4年（2022年）2月 26日（土） 午後 1時 30分～午後 3時 30分 

開催方法 
新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、ZOOMによるオンライン開催 
当日の開催模様に関して録画した動画を市 HPで公開 

開催内容 
第 1部 立地適正化計画の策定について 
第 2部 基調講演「縮退時代の新しいまちづくり」 
【株式会社アフタヌーンソサエティ 代表取締役 清水義次氏】 

参加者数 78人 

３）中学生アンケート調査 

調査時期 令和 4年（2022年）7月 6日（水）～7月 20日（水） 

調査対象 
市内中学校（篠津中学校・菁莪中学校・南中学校・白岡中学校）2年生 
427人 

調査方法 QRコードを配布し、googleフォームを利用してweb回答 
回答結果 368件 回答率 86.2％ 

４）市民説明会 

開催日時 令和 4年（2022年）11月 19日（土）・20日（日） 

開催場所 
19日：生涯学習センター[こもれびの森] 多目的ホール 
20日：勤労者体育センター ミーティングルーム 

開催内容 立地適正化計画（案）についての説明 

参加者数 
19日：18名 
20日： 8名 

５）パブリックコメント 

意見受付 
期間 

令和 4年（2022年）12月 5日（月）～ 
令和 5年（2023年）1月 5日（木） 

提出方法 紙面、メール、ホームページ専用フォーム 

意見数 3件   
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３ 用語集                       

 
 あ 行                   

液状化 
地震の揺れによって地盤が泥水のように

柔らかくなる現象。 

エリアマネジメント 
地域における良好な環境や地域の価値を

維持・向上させるための、住民・事業主・地
権者等による主体的な取組。 

オープンスペース 
公園・広場・河川・農地等、建築物によっ

て覆われていない土地の総称。 

オンデマンド型交通 
事前予約など、利用者のニーズに応じて柔

軟に運行するバス又は乗合タクシーなどの
公共交通サービスの形態。 
 
 か 行                   

開発行為 
主として建築物の建築又は特定工作物の

建設の用に供する目的で行う土地の区画形
質を変更する行為。 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食） 
家屋の流失・倒壊をもたらすような洪水時

の河岸侵食が発生するおそれがある範囲に
おいて、河岸が侵食されることにより、家屋
の基礎を支える地盤が流失し、家屋本体の構
造に依らず倒壊・流出のおそれがある区域。 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） 
家屋の流失・倒壊をもたらすような洪水の

氾濫流が発生するおそれがある範囲におい
て、河川堤防の決壊または洪水氾濫流により、
木造家屋の倒壊のおそれがある区域。 

 

急傾斜地崩壊危険区域 
がけ崩れにより相当数の居住者等に危険

が生じるおそれのある土地のうち、がけ崩れ
を誘発・助長するおそれのある行為の制限や、
必要な施設を設置することを目的として都
道府県知事が指定する土地の区域。 

居住環境向上用途誘導地区 
第 1種低層住居専用地域では、病院や小規

模店舗等の建築が制限されているが、都市計
画で「居住環境向上用途誘導地区」を定める
ことにより、病院、店舗等の日常生活に必要
な施設について、容積率、用途制限の緩和が
可能となる。 

居住誘導区域 
人口減少の中にあっても一定のエリアに

おいて人口密度を維持することにより、生活
サービスや地域コミュニティが持続的に確
保されるよう、居住の誘導を図る区域。 

近隣商業地域 
用途地域の一種で、近隣の住宅地の住民に

対する日用品の供給を行うことを主たる内
容とする商業その他の業務の利便を増進す
るために定める地域。 

計画規模（降雨） 
河川の流域の大きさや想定される被害の

大きさを考慮して定める、河川整備において
基本となる降雨で、発生確率が 100 年から
200年に 1回程度の降雨。 

建築等行為 
建築物の建築又は建築物の用途を変更す

る行為。 

工業専用地域 
用途地域の一種で、重工業の工場など、工

業の利便を増進するために定める地域。 
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洪水浸水想定区域等 
水防法に基づき、国及び県が指定する想定

最大規模降雨により氾濫した場合に浸水が想
定される区域及び洪水浸水想定区域以外の県
管理河川について、水防法に準じて県が公表
している水害リスク情報図で示された区域。 

公的不動産 
国、地方公共団体等が所有する不動産。 

国立社会保障・人口問題研究所 
人口や世帯の動向、社会保障についての研

究を行う厚生労働省に所属する国立の研究
機関。 
 
 さ 行                   

市街化区域 
都市計画法に基づき、既に市街地を形成し

ている区域及びおおむね 10 年以内に優先的
かつ計画的に市街化を図るべき区域。 

市街化調整区域 
都市計画法に基づき、市街化を抑制すべき

区域。白岡市では、市域のうち市街化区域以
外は市街化調整区域となっている。 

市街地開発事業 
都市計画法に基づき、地域が抱える課題を

解消するため、一定の区域を定め、地域の状
況に応じた整備手法を用い、良好な市街地を
形成する事業。土地区画整理事業や市街地再
開発事業など。 

地すべり防止区域 
地すべりによる被害を除去または軽減す

るために、地すべり区域、およびこれに隣接
する地域を国土交通大臣が指定する区域。 

指定緊急避難場所 
切迫した災害の危険から緊急的に逃れる

ための場所で、災害の種類ごとに指定される。 

準工業地域 
用途地域の一種で、軽工業の工場など、主

として環境の悪化をもたらすおそれのない

工業の利便を増進するために定める地域。 

浚渫 
洪水時の水位を低下させるため、河川など

の水底の土砂を取り除く作業。 

商業地域 
用途地域の一種で、都市の中心部で、主と

して商業その他の業務の利便を増進するた
めに定める地域。 

浸水継続時間 
降雨による河川の氾濫が発生した際に、浸

水深 0.5m以上が継続する時間。 

浸水深 
洪水や内水氾濫によって水で覆われるこ

とを浸水といい、その深さ（浸水域の地面か
ら水面までの高さ）。 

垂直避難 
洪水等の災害時に身の安全を確保するた

め、自宅の上階に上がるなど、垂直方向へ避
難すること。 

全壊率 
地域内の建物の中で全壊する可能性の高

い建物の割合。 

想定最大規模（降雨） 
現時点の技術により、当該地域において想

定される最大規模の降雨で、発生確率が、
1,000年に 1回程度の降雨。 
 
 た 行                   

第１種低層住居専用地域 
用途地域の一種で、低層住宅に係る良好な

住居の環境を保護するために定める地域。 

大規模盛土造成地 
面積 3,000 平方メートル以上の谷埋め盛

土、または原地盤の勾配が 20 度以上かつ盛
土高5m以上の腹付け盛土がなされた造成地。 
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地区計画 
都市計画法に基づき、良好な都市環境の整

備と保全を図るため、地域のまちづくりの目
標に合わせて公共施設の配置や建築の規制
等を行いながら、地域の特性に応じたまちづ
くりを誘導するための制度。 

地形地物 
道路、鉄道、河川、水路等の土地の範囲を

明示するのに適当なもの。 

低未利用地 
周辺地域の利用状況に比べて利用の程度

（利用頻度、整備水準、管理状況等）が低い
「低利用地」と、適正な利用が図られるべき
土地において、長期間にわたって利用されて
ない「未利用地」の総称。更地や空き家・空
き店舗、資材置き場、駐車場など。 

東京都市圏パーソントリップ調査 
東京都市圏で「どのような人が」、「どのよ

うな時間帯に」、「どのような目的で」、「どの
ような交通手段で」、「どこからどこへ」移動
したかなどを把握する調査。 

都市機能増進施設 
医療・福祉・商業その他の都市の居住者の

共同の福祉又は利便のために必要な機能を
持つ施設のこと。 

都市機能誘導区域 
医療・福祉・商業等の都市機能を都市の拠

点に誘導し集約することにより、これらの各
種サービスの効率的な提供を図る区域。 

都市計画運用指針 
国土交通省が、都市計画制度の運用に当た

っての原則的な考え方について、地方公共団
体に示した指針。 

都市計画基礎調査 
都市計画法に基づき、おおむね５年ごとに、

都市における人口、産業、土地利用、交通な
どの現状及び将来の見通しを把握し、都市計
画の運用を行うための基礎調査。

都市計画区域 
都市計画法に基づき、一体の都市として総

合的に整備、開発し、保全する必要がある区
域。白岡市は、蓮田市とともに蓮田都市計画
区域に指定されている。 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
都市計画法に基づき、一の市町村を超える

広域的見地から、広域的、根幹的な都市計画
に関する事項を主として、県が定める方針。 

都市計画マスタープラン 
都市計画法に基づき、市町村が定める市町

村の都市計画に関する基本的な方針。 

都市再生整備計画区域 
都市再生特別措置法に基づき、都市の再生

に必要な公共公益施設の整備等を重点的に
実施すべき土地の区域を対象として、市町村
が作成することができる「都市再生整備計画」
の区域。 

都市のスポンジ化 
人口減少などを背景に、まちなかにスポン

ジの穴のように空き家、空き地等がランダム
に発生し、都市の密度が低下する現象。 

土砂災害特別警戒区域 
土砂災害が発生した場合に、建築物の損壊

が生じ、住民等の生命又は身体に著しい危害
が生ずるおそれがあると認められる区域。 

土地区画整理事業 
土地区画整理法に基づき、公共施設の整備

改善と宅地の利用増進を図るため、換地手法
による土地の区画形質の変更と、道路、公園、
広場等の公共施設の整備を行う事業。 
 
 な 行                   

内水 
下水道の雨水排水能力を超える降雨によ

り、雨を河川等の公共の水域に放流できない
場合に発生する浸水。 
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 は 行                   

PL値 
地盤の液状化の危険性を表す指標である

液状化指数。 

防火・準防火地域 
都市計画法に基づき、市街地における火災

の危険性を防止するために定める地域。 
 
 ま 行                 

メッシュ 
地図上において、位置特定を補助したり、

比較・分析するために、同一サイズの四角形
で区切り格子状にしたもの。 
 
 や 行                  

誘導施設 
都市機能誘導区域ごとに立地を誘導する、

都市の居住者の共同の福祉又は利便のため
に必要な機能を持つ施設。 

用途地域 
都市計画法に基づき、地域の特性に応じて、

建築物の用途、建ぺい率、容積率、高さ等を規
制することにより、居住地の保護や商業・工業
等の都市機能の維持増進を図り、都市のある
べき土地利用を実現するために定める地域。 
目指すべき市街地に応じて用途別に分類

される 13種類の都市計画の総称。 

要配慮者 
高齢者、障がい者、傷病者など防災上の配

慮を要する者。 
 
 ら 行                 

立地誘導促進施設協定 
都市機能や居住を誘導すべき区域で、空き

地・空き家を活用して、交流広場、コミュニ
ティ施設、防犯灯など、地域コミュニティや
まちづくり団体が共同で整備・管理する空
間・施設（コモンズ）についての、地権者合
意による協定。 
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